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図7:大きいタイルは反応で分解される 図 8:いくつかのタイルが結合 して､大きく
成長する
図 9:タイルが引っかけあって､クラスター 図 10:タイルの位置関係によっては､身動き
として存在できるようになる｡タイルを生産 が とれなくなることがある
し続けるようになると､factoryを形成する
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｢複雑系の展望一複雑系若手の立場から｣
面を作り出せるようにする事で､別の文脈を作 り込める｡
●力の伝達
衝突の仕方を工夫して､力の伝達が出来るようにする｡ より機械的な挙動が出来るようになる｡
●状況に応じた反応のルール
今は反応を colidingsideの近傍のみで決定しているが､上記のエわ レギーを評価するなどし
て､周囲の状況に依存した反応を起こす｡ただし､これはモデルをかなり複雑化してしまう｡
5 おわりに
我々は､生物の進化のような発展的なプロセスを作ろうとして､上手くできないでいる｡ それは､
まさしく一筋縄ではいかぬもののようである｡ ある明確な目的を持ったものはそれ以上の多様な側面
を持つことができず､とはいえ抽象的な目的から直接に多様な意味を含むコードを書き下すという技
術がある訳でもない｡
また､自発的な発展を生む ｢記述｣というものは､まだ模索中の段階である｡ つまり変化するも
のを記述するということであるが､それは論理や形式の世界ではなされたことがない｡つかみどころ
の無いものをどうやって記述して行くべきかは別の記事で述べたが､タイル ･オートマ トンもその試
みのうちの一つである｡
ここでは､組合せ論的な複雑さから如何にして情報を取 り出すかという ｢装置｣を考えたことに
なる｡ 発展的であるためには､境界条件や拘束条件として外から与えられたタスクを ｢達成する｣と
いう形であってほならなず､それらのタスクをガイド(ないし発展への鍵)として使うという形にしな
くてはならない｡モデルを具体的な形式で記述して実装するも､ただ単純な落し穴にはまらないよう
操ってやるのみで､目的を与えないという甚だ不可解なことをやっているように映るだろう｡そして
そのモデルはある明確な原理に基いている訳ではなく､むしろ ｢明確に定義できる事が出来ないよう
な挙動をする｣ために作られている｡
勿論ある考えに沿ってモデルを構築せざるを得ないので､実装は必然的にいくつかの定義を混ぜ
合わせて､競合させるという形式になるが､そういった混合から､なぜ発展的なプロセスが生まれて
くるかということが､生命の研究にとって本質的な意味を持つと考えている｡何故なら､生命は誰か
が トップダウンに設計したというのではなく､アドホックな発展の積み重ねである筈であるから｡ あ
らゆるプロセスの副産物もシステムを破壊しないようにするためには､システムの作動原理を ｢ひねっ
て｣､その副作用をも新たな機能として包容するような発展性が必要であると考えているから｡ 勿論､
最終的にはきれいな形で再解釈して記述しなくてほならないが､それはまだ先の話である｡
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